
 

第 11 回 都心部・臨海地域地下鉄構想 事業計画検討会 

議事概要 

１．日 時  令和８年８月 21 日（金）16 時 00 分～17 時 00 分  

２．場 所  都庁第二本庁舎 10 階 213・214 会議室 

３．議 事 

 

（１） 事業計画の検討について 

○今後の検討にあたっての主な意見等 

（整備計画の検討） 

事業化に向けた課題に対し、以下のとおり対応の方向性を確認 

・現行の想定ルート近傍における他のインフラ整備等との輻輳への  

対応については、臨海地下鉄の構造等が利用者利便性や経済性・施工

性等において最適となるよう、検討を深度化すること 

・臨海地下鉄は地下深くに整備される駅もあることから、ホームから地

上までの旅客流動の最適化と施設の維持管理等も含め、計画を深度化

すること 

 

 

 



 

（事業性の検証・事業性の向上方策） 

物価高騰等に伴う事業費増嵩の可能性に対し、事業性向上に向け、  

以下のとおり検討を深度化すべき事項について確認 

・便益の計上にあたっては、合理的な設定条件について精査すること 

・利用者便益等に加え、防災面などの多様な整備効果を適切に評価で

きるよう整理すること 

・将来予定されている周辺まちづくりとのさらなる連携に向け、駅位

置等の検討を深度化すること 

・施設規模の縮小など、運行への影響などを確認の上、コストの低減

方策について、検討を深度化すること 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（その他） 

「日本成長戦略」及び「経済財政運営と改革の基本方針 2026」におけ

る都市鉄道に係る記載内容を紹介 

 

〇その他の意見 

・国の成長戦略の視点において、最先端の医療・製薬分野の拠点と臨海

部等の MICE 領域が有機的に繋がることは、国際競争を勝ち抜く上で

必要不可欠 

・資金計画における黒字転換年の条件については、物価高騰により投資

額が増嵩し、回収が極めて困難な社会情勢であることを踏まえ、条件

の変更について可能性を探ってみてはどうか 

などの意見があった 

 

○ 第 12 回以降については、検討状況を踏まえ、開催することとした 

以上 


